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第４回伊方町・瀬戸町合併協議会会議録 
招 集 年 月 日 平成１５年４月１７日（木） 

招 集 の 場 所 瀬戸町民センター ２階会議室 

開会日時及び宣告 平成１５年４月１７日 午後 ２時００分 議 長 井上 善一

閉会日時及び宣告 平成１５年４月１７日 午後 ２時４０分  

会議録署名委員 大 森 次 郎 井戸本 昭 夫  

会      長 井 上 善 一  

委 員 氏 名 出欠等 委 員 氏 名 出欠等

副会長 中 元 清 吉 ○ 委 員 久 世 隆 博 ○ 

委 員 得 能 鶴 利 ○ 委 員 上 田   實 ○ 

委 員 上 野   守 ○ 委 員 阿 部 道 忠 ○ 

委 員 大 星 政 人 ○ 委 員 二 宮 英 喜 ○ 

委 員 廣 瀬 秀 晴 ○ 委 員 阿 部 好 晴 ○ 

委 員 田 中 康 司 ○ 委 員 山 本 眞 平 ○ 

委 員 山 口 和 哉 ○ 委 員 宮 下   寛 ○ 

委 員 篠 川 晴 子 ○ 委 員 井戸本 昭 夫 ○ 

委 員 大 森 次 郎 ○ 委 員 石 崎 照 夫 ○ 

委 員 樋 田   剛 ○ 委 員 福 島 朝 行 × 

委 員 小 林 栄 喜 ○ 委 員 井 上 喜代男 ○ 

委 員 木 下   清 ○ 委 員 河 野 ヤヨイ ○ 

委 員 古 田 宇佐彦 ○ 委 員 藤 村 泰 昭 ○ 

委 員 二 宮 定 正 ○ 委 員 宮 本 敏 光 ○ 

委 員 藤 井 順 子 ○ 委 員 谷 口 利 治 ○ 

委 員 田 縁 柳太郎 ○ 委 員 佐々木 喜美香 ○ 

委 員 中 藤   勇 ○    

委      員 

委 員 藤 田 昭 作 ○    

顧      問 顧 問 高 門 清 彦 ○    

幹事長 畑 中 芳 久 ○ 副幹事長 清 水 博 義 ○ 

幹 事 菊 池 和 彦 ○ 幹 事 森 口 又兵衛 ○ 幹   事   会 

幹 事 濱 口 市 作 ○ 幹 事 近 田 三 郎 ○ 

事務局長 増 田 愛 明   

総務班長 山 本 桂 二 調整班長 坂 本 明 仁 合併協議会事務局 

計画班長 三 好   要 班長補佐 河 上 芳 輝 

エラー!  別紙のとおり 

エラー!  別紙のとおり 

エラー!   ５人 
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会 議 次 第 

１．開   会 

２．会長（瀬戸町長）あいさつ 

３．会議録署名人の指名について 

４．議事 

   報告 

   ①報告第 ７号 伊方町・瀬戸町合併協議会委員の変更について 

   協議 

   （継続協議） 

   ①協議第 ４号 新町の事務所の位置について 

   ②協議第 ９号 条例・規則の取扱いについて 

   ③協議第１３号 特別職の身分の取扱いについて 

   ④協議第１４号 一般職員の身分の取扱いについて 

   ⑤協議第１８号 公共的団体等の取扱いについて 

   ⑥協議第２１号 慣行の取扱いについて 

   （新規協議） 

   ①協議第２２号 各種事務事業（国民健康保険事業）の取扱いについて 

   その他 

   ①町民意向調査（アンケート）結果について 

   ②第５回伊方町・瀬戸町合併協議会の日程について 

５．副会長（伊方町長）あいさつ 

６．閉   会 
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協議会事務局長,            失礼します。大変お待たせをいたしました。

一同御起立ください。礼。御着席ください。どうもありがとうご

ざいました。 

 本日は大変お忙しい中、御参集を賜りましてありがとうござい

ます。 

 本日の会議は、規約第１０条の規定によりまして、出席者が過

半数に達しておりますので、この会議は成立いたしました。 

 ただいまから伊方町・瀬戸町合併協議会第４回会議を開催いた

します。 

 本日の会議は皆様のお手元の次第に沿って進行させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、開会に当たりまして、井上会長のごあいさつをお願

いいたします。 

井  上  会  長  それでは、失礼いたします。 

 大変新緑さわやかな、すがすがしい季節を迎えました。第４回

目を迎えます当協議会の御案内を申し上げましたところ、委員の

皆様におかれましては大変お忙しい中、それぞれ御出席をいただ

きまして、こうして開催されますことを厚くお礼申し上げます。 

 ４月は、御案内のように、ちょうど統一地方選挙ということ

で、先般前半戦の県知事選あるいは県会議員、政令市の市長、そ

ういう選挙が行われました。当協議会の顧問をしていただいてお

ります高門先生におかれましても、御案内のように無投票にて当

選をされました。お祝い申し上げますと同時に、これから本協議

会の推進に何かと御指導を賜りたいとお願い申し上げます。 

 また、後半戦の選挙というのが、市町村長あるいは市長村議会

の改選期で選挙を迎えますが、瀬戸町の場合はいずれの選挙も統

一地方選挙でございませんけれども、伊方町の場合はちょうど改

選期になっておるということでございます。間もなく告示がなさ

れるわけでありますけれども、どうか関係者の皆様方におかれま

しては、できれば静かなこういう時期でありますので、済めばな

おこの合併協議の進行につきましてもスムーズにいくのではない

かと期待するわけであります。 

 今日はお手元の資料にありますように、それぞれ継続協議案件

につきまして、前回提案いたしました議案につきまして御協議を
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いただく、あるいは先般アンケート調査をいたしました新町建設

計画等に関する調査のまとめもなされたということで、御報告、

御協議をいただくという予定でございます。 

 また、４月１日の異動で、これも議案で報告にございますけれ

ども、地方局の部長が栗上部長から藤田部長にかわりました。後

ほどまたごあいさつをいただきたいと思いますけれども、引き続

いて御指導のほどをよろしくお願いいたします。 

 簡単でありますけれども、開会に当たりまして一言ごあいさつ

申し上げ、皆様のこの協議の全般にわたりましてなお一層の御協

力を賜りますようお願い申し上げまして、ごあいさつといたしま

す。 

協議会事務局長,            どうもありがとうございました。 

 それでは、早速会議に入らせていただきます。 

 これよりの議事進行は、規約第１０条の規定によりまして、会

長の進行で進めていただきますので、よろしくお願いをいたしま

す。 

井  上  会  長  それでは、会議次第３番の会議録署名人の指名についてお諮り

をいたします。 

 私の方で御指名をさせていただいてよろしいでしょうか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  それでは、本日の会議録署名人に伊方町の大森次郎委員と瀬戸

町の井戸本昭夫委員を指名いたしますので、よろしくお願いをい

たします。 

 それでは、議事に入ります。 

 最初に、報告からお願いいたします。 

 本日の報告は１件でございます。 

 報告第７号伊方町・瀬戸町合併協議会委員の変更についてを議

題といたします。 

 事務局の説明を求めます。 

総  務  班  長  失礼いたします。 

 会議資料の１ページをお開きください。 

 報告第７号伊方町・瀬戸町合併協議会委員の変更について。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会の委員について、次のとおり変更が

あったので報告する。 



 

- 5 - 

 １、規約第７条第２項の委員。 

愛媛県八幡浜地方局総務福祉部長、変更前栗上岳久、変更後藤

田昭作。 

変更理由、平成１５年４月１日人事異動による。 

 平成１５年４月１７日提出。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会 会長井上善一。 

 今回協議会委員の変更でございますが、規約第７条第２項の委

員として、愛媛県の人事異動によりまして、４月１日、藤田昭作

総務福祉部長さんに委員として御就任いただいておりますので、

報告するものでございます。 

 以上でございます。 

井  上  会  長  ただいま事務局から説明申し上げましたとおり、八幡浜地方局

総務福祉部長さんに新たに御就任をいただきました藤田部長さん

に自己紹介並びにごあいさつをお願いいたします。 

総務福祉部長,            失礼をいたします。 

 ただいま御紹介にあずかりました八幡浜地方局総務福祉部長の

藤田でございます。協議会の委員を拝命するに当たりまして一言

ごあいさつを申し上げます。 

 皆様方には、平素より県政の推進につきまして格別の御理解と

御協力を賜っておりますこと、この場をおかりいたしまして厚く

御礼申し上げます。 

 さて、御承知のとおり、合併特例法で定めます特例措置期限が

残すところ２４カ月を切ったわけでございますが、各合併協議母

体においては合併目標期日を視野に入れつつ、それぞれで検討さ

れるべきさまざまな協定項目に対する方向づけが本年度に入りま

してより具体化されてくるものと予想いたすところでございま

す。そして、当然ながら、市町村合併対策に携わっている我々行

政マンにとりまして、今年度は昨年度にも増して激動の年となる

と覚悟し、またその責任の重さを改めて認識し、身を引き締めて

職務に当たらなければならないと痛感しているところでございま

す。ここ伊方町・瀬戸町合併協議会におかれましては、昨年９月

の任意協設立以降、今年１月の法定協移行を経て、着実に協議作

業を進めてこられたわけでございますけれども、ぜひともこの堅

実さと意気込みを持続されまして、新町建設計画の策定をはじめ
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といたします重要項目の協議に邁進されることを大いに御期待申

し上げるところでございます。私も当協議会の委員といたしまし

て、微力ではございますが、皆さんとともに精一杯取り組んでま

いりたいと存じますので、どうかよろしく御指導のほどお願いい

たします。 

井  上  会  長  ありがとうございました。 

 藤田部長さんには今後とも本協議会の運営に特別の御協力、御

指導をお願いいたします。 

 次に、協議事項を議題といたします。 

 最初に、継続協議６件について議題といたします。 

 最初に、協議第４号新町の事務所の位置についてを協議議題と

いたします。 

 この議題につきましては、前回の協議会において事務局より説

明をいただいております。委員さんにおいて御質問、御意見がご

ざいましたら御発言をお願いします。 

 ありませんか。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  特にないようでございますので、協議を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 協議第４号新町の事務所の位置については原案のとおり確認済

みとさせていただいてよろしいでしょうか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  ありがとうございます。それでは、御確認をいただいたものと

させていただきます。 

 引き続いて、協議第９号条例・規則の取扱いについてを議題と

いたします。 

 この議題につきましても、前回の協議会において事務局より説

明をいただいております。委員さん方の方で御意見、御質問がご

ざいましたらお願いをいたします。 

 ありませんか。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  ないようでありますので、協議を終了し、お諮りをいたしま

す。 

 協議第９号条例・規則の取扱いについては原案のとおり確認済
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みとさせていただいてよろしいでしょうか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  異議なしということでございます。ありがとうございました。

それでは、御確認をいただいたものとさせていただきます。 

 続いて、協議第１３号特別職の身分の取扱いについてを協議議

題といたします。 

 この議題につきましても、同様前回事務局より説明をいただい

ております。御意見、御質問がございましたらお願いをいたしま

す。 

 ありませんか。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  ないようでありますので、協議を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 協議第１３号特別職の身分の取扱いについては原案のとおり確

認済みとさせていただいてよろしいでしょうか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  ありがとうございます。それでは、御確認をいただいたものと

させていただきます。 

 協議第１４号一般職員の身分の取扱いについてを協議議題とい

たします。 

 この議題につきましても、前回事務局より説明をいただいてお

ります。御意見、御質問がございましたらお願いをいたします。 

 ありませんか。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  ないようでありますので、協議を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 協議第１４号一般職員の身分の取扱いについては原案のとおり

確認済みとさせていただいてよろしいでしょうか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  異議なしと認めます。御確認をいただいたものとさせていただ

きます。ありがとうございました。 

 協議第１８号公共的団体等の取扱いについてを協議議題といた

します。 

 この議題も同様前回事務局より説明をしておりますが、御意
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見、御質問がございましたらお願いいたします。 

 ありませんか。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  ないようでございますので、協議を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 協議第１８号公共的団体等の取扱いについては原案のとおり確

認済みとさせていただいてよろしいでしょうか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  ありがとうございます。それでは、御確認をいただいたものと

させていただきます。 

 続いて、協議第２１号慣行の取扱いについてを協議議題といた

します。 

 この議題も同様前回説明をいたしておりますが、御意見、御質

問がございましたらお願いいたします。 

 ございませんか。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  ないようでありますので、協議を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 協議第２１号慣行の取扱いについては原案のとおり確認済みと

させていただいてよろしいでしょうか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  ありがとうございます。それでは、御確認をいただいたものと

させていただきます。 

 それでは次に、新規の協議事項について議題といたします。 

 本日事務局から提案される協議議題は１件でございます。 

 協議第２２号各種事務事業（国民健康保険事業）の取扱いにつ

いてを議題といたします。 

 事務局の説明を求めます。 

調  整  班  長  失礼します。 

 資料は４ページをお願いいたします。 

 協議第２２号各種事務事業（国民健康保険事業）の取扱いにつ

いて。 

 各種事務事業（国民健康保険事業）の取扱いについて提出す

る。 
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 平成１５年４月１７日提出。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会 会長井上善一。 

 次のページをお願いいたします。 

 基本調整方針の欄をごらんください。 

 各種事務事業のうち、国民健康保険事業の保険給付事業、国民

健康保険税、直営診療所運営事業のそれぞれにつきましては、そ

の取り扱いにつきましては住民小委員会に付託、検討し、協議会

で協議するという提案でございます。 

 留意事項の欄をごらんください。 

 合併協議会の運営の手引から留意すべき事項を引用しておりま

すが、国民健康保険事業は市町村が保険者になり運営しており、

住民の負担する保険税に関しましては、賦課方式や税率、納期等

が異なっていることから、合併時には一元化を図る必要がありま

す。 

 なお、一元化に当たっては、住民の負担と受けている給付内容

について、新町の住民間で不均衡が生じないように、経理内容の

実情に応じた円滑な統一に向けての十分な調整が図ることが求め

られるとあります。 

 先進事例といたしまして、南宇和合併協議会の調整案を掲げて

おります。 

 具体的に調整を図る事項といたしましては、国民健康保険税に

関し、賦課方式、保険税の税率、賦課期日、納期、納期限などの

事項、被保険者証の交付方法、任意給付などの給付事業に関する

事項が上げられていますが、伊方町・瀬戸町合併協議会といたし

ましても、住民小委員会において現在継続審議中であります地方

税の取り扱いと一体的に国民健康保険税について御審議をいただ

くとともに、給付事業や直営診療所運営事業につきましても、国

民健康保険事業の運営に大きく関係する事項でありますので、そ

れらを総合的に御審議をいただく予定といたしております。 

 ただいま説明いたしました項目に関係する参考資料といたしま

して、伊方町・瀬戸町それぞれの運営状況について、平成１４年

３月末現在の県への報告資料から抜粋したものを掲載いたしてお

りますので、簡単に説明をさせていただきます。 

 まず、被保険者数を掲げておりますが、被保険者数の総数やそ
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の年齢構成、さらに所得水準の違いは、町が負担すべき医療費の

総額や住民が負担する国保税の負担能力に相違が生じてきます。

平成１２年度からは介護保険制度が施行され、４０歳から６４歳

までの介護保険第２号被保険者につきましては、国保税の中で介

護保険料分の負担も求められていますので、調整を図る必要があ

ります。 

 次に、財政状況として、平成１３年度の決算状況と国保財政調

整基金の保有額を掲げておりますが、国保財政調整基金の保有状

況は、その国保保険者の運営の健全性や余裕状況の判断材料とな

るものであります。 

 次に、保険給付事業については、そのほとんどが国で定められ

た給付内容に準じていますので２町間に相違はございませんが、

その他の保険給付については、出産育児一時金と葬祭費を支給し

ており、葬祭費に差が生じております。その調整をどのようにす

るか御検討いただきたいと思います。 

 次のページをお願いいたします。 

 国民健康保険税の収納状況と賦課状況を一覧にしていますが、

税率等は平成１４年度の内容となっております。合併後の国保事

業の給付事業の負担額の推計を行った上で税率の調整を検討いた

だくことになります。 

 高額療養費の貸付制度につきましては、ほぼ同じの事業内容と

なっておりますが、貸付金額の上限に若干の差が生じておりま

す。 

 直営診療所につきましては、２町ともに施設を設置して運営し

ておりますが、施設の規模や運営内容に違いがあるようです。運

営状況の現状を十分に把握していただき、調整を図っていただく

ことになります。 

 なお、資料にミスプリントがありますので訂正をお願いいたし

ます。瀬戸診療所関係で、職員数合計が２４名となっております

が、２３名が正しい数値でありますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 最後に、国保運営協議会についてでありますが、合併後も新町

に国保運営協議会を設置する必要がありますので、その委員定数

等について具体的な調整をいただくことになります。 
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 以上、参考資料について説明させていただきましたが、本案は

住民小委員会へ付託して検討いただくための提案でございます。 

 以上です。 

井  上  会  長  ただいま事務局より説明がありましたが、それにつきまして質

疑ございませんか。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  特にないようでありますが、それでは確認をさせていただきま

す。 

 協議第２２号各種事務事業（国民健康保険事業）の取扱いにつ

いては住民小委員会に付託、検討し、協議会で協議するとの事務

局案でありますが、これに御異議ございませんか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  ありがとうございます。それでは、御確認をいただきましたの

で、本件は住民小委員会に付託させていただきます。 

 以上で協議を終了いたします。小委員会に付託された案件につ

きましては、委員の皆様方によります活発な御審議をお願いいた

します。 

 それでは次に、その他に入ります。 

 その他の①、町民意向調査結果についてを議題といたします。 

 事務局の説明を求めます。 

計  画  班  長  失礼いたします。 

 それでは、お手元の資料５ページをお開きください。 

 新しいまちづくりに関する町民意向調査結果報告書を作成いた

しました。 

 次のページをお願いいたします。 

 目次ですけれども、１、概要調査、２、調査結果、３、調査結

果まとめ・考察、４、自由意見のまとめの構成となっておりま

す。前回、第３回の協議会にて、中間報告として概要調査、調査

結果について報告をしております。本日は３の調査結果のまと

め・考察と４の自由意見のまとめについて報告をしたいと思いま

す。 

 ページ飛びますけれども、５の１８ページをお願いいたしま

す。 

 １８ページの方に３の調査結果・考察という項目になっており
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ます。 

 事前に配付をしておりますので、要点のみ報告をさせていただ

いたらと思います。 

 各設問につきましては、まとめ方として、まとめと考察に分け

て作成をしております。 

 まず、回答者の傾向についてですけれども、考察のところを見

ていただいたらと思いますけれども、５０代以上の男性意見が若

干強く反映されている傾向はありますけれども、地域区分を含め

て現状と大きな差はなく、この調査結果は住民の意向をおおむね

反映しているということが考えられます。 

 次に、２１ページをお願いいたします。 

 ２１ページの方にお住まいの町に対する満足度ですけれども、

考察部分のところをお願いいたします。 

 考察部分に、自然環境を大切にする資源環境型の生活スタイル

を基本として、まちづくりの各分野における環境の向上や施策の

充実に取り組むこと、さらに各地域の特性を生かす地域づくりが

必要であると考えられます。 

 次のページ、２２ページ、２３ページをお願いいたします。 

 このページには、クロス分析ということで、地域ごと、合併肯

定派、慎重派、心配派についてまとめております。他の項目につ

きましても、年齢や地域ごとについてクロス集計をしている資料

もつけております。 

 次に、２４ページをお願いいたします。 

 ２４ページの方に、合併に対する意識ですけれども、まとめ部

分のところを見ていただいたらと思います。まとめ部分で、合併

に対する住民の意識を見ますと、変わらないと思うという合併慎

重派が圧倒的に高いことがわかります。 

 考察部分で、住民意識を前提に、合併による町の活性化や住民

サービスの向上など、目に見える形で着実に実施していく必要が

あると考えられます。 

 次に、２６ページをお願いいたします。 

 ２６ページの方に、新たなまちづくりの優先施策について、考

察部分を見ていただいたらと思います。考察部分に、健康、福

祉、産業振興といった生活の質の向上に資する施策を重視するま
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ちづくりを、また自然環境も大切にすることも求められておりま

す。 

 次に、２８ページをお願いいたします。 

 ２８ページの方に、合併への期待と不安という住民により身近

な設問を出しております。 

 まず、合併への不安感についてですけれども、地域別で地域の

意識の差が見られました。伊方地域におきましては、公共料金な

ど住民負担の増大、町見地域では中心部と周辺部との格差、三机

地域では中心部と周辺部との格差ときめ細かな行政サービスが難

しくなる、四ツ浜地域では役場への距離が遠くなり、不便になる

というような回答が多かったです。 

 考察部分ですけれども、住民にとっては合併によって細部まで

目が届かなくなるという不安感、中心部だけ発展して周辺地域は

過疎化が進むのではないかという不安感が大きいことがわかりま

した。特に伊方地域以外の地域ではその意識が強くなっておりま

した。 

 次に、３３ページをお願いいたします。 

 ３３ページの方に、４の自由意見のまとめを入れております。 

 地域格差の是正策、地域の魅力・自慢、キャッチフレーズ、新

しい町の将来への意見について、地域ごとに件数を記載しており

ます。各設問ですけれども、４００件を超す意見や要望がありま

して、合併に対して高い関心があることがうかがえました。今後

自由意見につきましては、事務局の方で分野ごと、施策ごとに分

析を行いまして、取りまとめをし、次回以降の協議会に報告をい

たします。 

 なお、情報公開の面からも、協議会だよりの４月号でこのアン

ケートの報告を行う予定です。 

 事務局の説明は以上です。 

井  上  会  長  ただいま事務局よりアンケート結果についての報告がございま

したが、これにつきまして何か皆さんの方で御意見、御質疑はご

ざいませんか。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  特にないようでありますので、以上報告でありますが、この件

につきましては、これをもちまして閉じさせていただきます。 



 

- 14 - 

 続いて、その他の②で第５回伊方町・瀬戸町合併協議会の日程

についてを議題といたします。 

 事務局の説明を求めます。 

総  務  班  長  それでは、失礼いたします。 

 その他②、第５回伊方町・瀬戸町合併協議会の日程についてで

ございます。 

 第５回合併協議会の日程でございますが、５月２３日金曜日午

前１０時から伊方町役場で開催いたしたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 以上でございます。 

井  上  会  長  以上、事務局より次回の日程の説明がありましたが、これにつ

きまして何かございませんか。 

宮  本  委  員  今回だけ１０時というのはなぜですか。 

総  務  班  長  いろいろ各種団体の総会時期と重なっておりまして、その関係

で１０時からということでさせていただいたわけなんです。よろ

しいでしょうか。 

井  上  会  長  あとございませんか。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  それでは、第５回伊方町・瀬戸町合併協議会の日程につきまし

ては、ただいま事務局説明のとおり、５月２３日金曜日午前１０

時ということでよろしゅうございましょうか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  ありがとうございます。それでは、次回は２３日午前１０時、

次は伊方町役場ですけれども、開催をすることに決まりましたの

で、委員の皆様方の御出席をよろしくお願いをいたします。 

 議事につきましては、予定しておりました案件それぞれ終了し

たんですが、皆様の御協力で随分議事もスムーズに進行いたしま

した。 

 その他で何か、この際に皆様の方から御意見、特にということ

がございましたら、お伺いいたしますけれども。 

 特にありませんか。 

 はい、どうぞ。 

小  林  委  員  どうも情勢を聞きますと、三崎町は町長・町議選もあるようで

す。今後その結果を受けて、どういう形で、どの時期に三崎町の
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参加を考えていくのかお聞きしたいのですが。 

井  上  会  長  三崎の参加の方法と時期ですか。 

 御存じのように、伊方町におきましても、三崎町におきまして

も統一地方選挙の改選期でありますので、いずれにしてもその改

選後の初議会が行われるというのが、多分通例でありますと５月

の半ばごろになるのではないかと思います。そこで新たな議会人

事なり、新しい体制がスタートするんだと思いますけれども、そ

れ以降に、それぞれの町、それぞれというのは瀬戸町と伊方町と

いう意味ですけれども、中で、その受け入れについて御協議を願

うというような作業になるのではないかと思うんですけれども。

それでよろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  なければ、顧問の高門先生の方からお願いいたします。 

高  門  顧  問  済みません。貴重な時間で一言お礼を申し上げさせていただき

たいと思いますが、冒頭会長さんのごあいさつの中に触れていた

だきましたように、今回の県議選、無投票で５度目の当選をさせ

ていただいたわけでございまして、引き続いて合併協議会の顧問

という役を仰せつかったわけでございます。今ほどの意見にあり

ましたように、それぞれの統一地方選後にまた具体的な協議があ

ろうかと思います。私も与えられた立場で御協力をさせていただ

きたいと思っております。 

 簡単ですけれども、お礼かたがた、ごあいさつにかえさせてい

ただきます。ありがとうございました。 

井  上  会  長  特にあと御発言はございませんか。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

協 議 会 事 務 局 長  どうもありがとうございました。 

 それでは、閉会に当たりまして、中元副会長のごあいさつをお

願いいたします。 

中元副会長,            委員の皆さん方におかれましては、第４回の協議

会、慎重に御審議をいただきましてまことにありがとうございま

した。 

 先ほど小林委員から御質問がございました三崎町との合併問題

をどのような方法で、いつの時点で本協議会の協議に乗せるのか



 

- 16 - 

という御質問でございましたが、井上会長の御答弁のとおりでご

ざいます。 

 私の伊方町での本協議会へ上程いたしますまでのプロセスとし

ては、合併懇話会で一応三崎町からの正式の申し入れがあったと

いう報告をし、御意見を伺っておりますが、その後改めて組織と

しての意思決定をしていただきたいという、組織といいますの

は、団体の代表者が懇話会の委員になっておりますから、その委

員さんの出席団体の意思決定をなるべくしておいていただきたい

という、そのようにお願いをいたしておりますので、それぞれの

団体の総会が年度末あるいは年度初め等々で行われますので、そ

の経過を見て、連休明けにでも懇話会を開会して、そして意見を

聴取させていただきたい。それからあとは、今度議会の方は新体

制ができますのが、多分５月１０日過ぎぐらいになるでありまし

ょうから、議会関係の体制ができたところへ私の方から議会へ提

案をして、議会の審議に入っていただく。そうしますと、先ほど

第５回の日程が５月２３日というように決まりましたが、２３日

までには多分議会の意思決定は無理ではないかなと。したがいま

して、６月のこの協議会からということになるのではないかと思

います。瀬戸町さんも多分その程度の時間を設定すれば間に合わ

せていただけるのではないかと思っております。以上、また会長

と相談をしながら、この重要問題に入りたいと思っております。 

 前かたも申し上げましたように、現在までですと、２町ですか

ら協議が非常に順調にスムーズに進行しております。委員の皆さ

ん方の小委員会において、それぞれ御熱心に御討議をしていただ

いているおかげだと思っておりますが、しかし三崎町が入ります

と、ちょっとペースがダウンするのではないかという、そのよう

な思いを持っておりますけれども、どうか伊方町、瀬戸町の委員

の皆さん方が今一層精力的にこの問題に取り組んでいただいて、

この全体の作業のペースがダウンしないように御努力をいただけ

ればありがたいなと思っているところでございます。 

 今後本当の本番がやってまいります。どうか皆様方の御尽力を

お願いを申し上げまして、今日の協議会の閉会に当たりましての

ごあいさつとさせていただきます。どうもありがとうございまし

た。 
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協議会事務局長,            どうもありがとうございました。 

 以上をもちまして全日程が終了いたしました。御苦労さまでご

ざいます。 

 一同御起立をお願いいたします。礼。 

井  上  会  長  どうも御苦労でございました。ありがとうございました。 
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